





























































竹山は京都西岡の革島氏 要りて、九男四女を生みしに、何れも夫折して、二男一女のみ育ちしが、革島氏は竹山に先ちて没しき、二男は第四子の蕉園と、第七子の碩果とにして、蕉園は先に没せしより 碩果家を継ぎ 一女は並河尚誠に適けり、即ち並河寒泉の母なり。
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とするのも竹山壌誌に由来する説で中井天生が伝えた情報だと思われる。『懐徳堂考』はまた履軒について



































































る。すなわち竹山は、その二十七歳 宝暦六年に第一子 失った。後に掲げる「祭阿蘇児文」に「初三子之生、皆不出其歳而亡。」とあるので、この子を含む竹山の第一子から第三子まで 全て、生年のうちに死亡し こととなる。
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第二次北山文庫『懐徳堂紀年』宝暦五年(一七五五)冬に「竹山挙児元
吉、不育。」とあ が、こ 「五年」 「六年」の誤であろう。そ そも「貞淑婦墳誌」によれば、順が竹山が嫁いだ は宝暦六年 なる。また『懐徳堂紀年』の「不育」は「旬余而夫」を塗抹訂正しているが、これも「傷元児」詩によるもの 思われ、天生ら 『食陰集』を資料として用いることが確認される。竹山・順 聞には、結婚 年の盛冬に長子が生まれ、生後十日あまりで死亡したもの
傷元児(『箕陰集』詩集)











婦名順、姓草島氏、洛師西岡革島巴人。世為著姓 其先佐竹氏。文治中受鎌府語、避遮於此、因以氏駕。其葡仕足利氏、食近邑 織田氏時、以功任肥前守。食邑益多。及豊臣氏興 失封家居。至曽大父融和居士、称瀬左衛門。猶豪於郷邦。大父蚤貫。父兵庫名幸源、承重。批為桑名氏、以寛保紀元辛酉歳生。十有六歳帰予子大阪 逮事男三年、能得膿心。事姑三十年、敬愛兼至。姑氏無官噌好、甚愛酒。以微醸為娯。乃日棟甘重、割切烹任 期服其労。物錐微 而未嘗失薪火之候 姑氏欣然下箸。姑晩患末疾、長夜侍養益謹。或忘寝食、汚楊衣物、手自瀞濯及残、哀号不巳。又痛念予老市執喪、軒粥競茄之食、加意致味 凡祭杷賓客之韻、委積蓋蔵之備、裁縫補綴之業、悉力経営。雄祁寒盛暑未嘗悌弛。夜必視鏑、戒燭寵、無憾而後就寝 蝉僕往往不令而従。家素清饗、務行節倹、佐予以勤敏、使 専カ乎厚務 不復留意於家事
私親或贈締仇布島、挙以奉家長、給諸子、不敬白用。積久資装空閥、情知也。交親期、不失薙和。遇衆隷 成有思意。四方開業於予、来寓者、随宜接待、宿食之節 皆能称其意。至幼学輩、撫之尤昂。有疾者、薬餌調護、必極其力。其母寡而病、予迎養。文取其幼弟甥女、鞠之如
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児寄此志喜」の詩題より、宝暦十二年(一七六二)七月にまた男児(第四子で三男)を得たこと、それまでの二男一女はすべて死亡していたことを知る。また「祭阿蘇児文」に「汝二兄一姉、己短折於往。汝阿蘇亦夫没於今。」「初 子之生、皆不出其歳而亡。独汝能職歳。」とあるので、宝一暦十三年までに竹山は三男一女を得たが二男一女はすべて年内に死亡したこと、第四子(三男)阿蘇のみが職年して翌年三月に死亡したことを確認でき る 。
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はじめて得た健康な男児を、竹山夫妻のみならず竹山の母も溺愛してい






























































六子失。」とある。すなわち布美は竹山の三女で第六子となることが確認される。また『食陰集』詩集「央女布美三首」に「七孫何事一孫無。」と、自注に「余夫六子、弟夫一子。」とあるので、明和 年までに竹山が六子を得ており同年までにすべて死亡してい こと、および前 に生まれた履軒の長子もこの時までに死亡し いたこと、履軒の長女(鹿)がこの時点でまだ生まれていなかったことがわかる
なお『懐徳堂紀年』明和三年(一七六六)に「正月二十八、竹山挙女布








1' 0 頻 其 央
主日頻一女
;お砕代布








































































































































































































































子 ) 午 吉 生 。
明和
8(










































3 ( 一 八
O
三
)8
月
4
日蕉園(幻歳)没。
同年
8
月日日刀自(幻歳)没。
文化元(一八
O
四
)2
月5日竹山(百歳)没。
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